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京都ＳＤＧｓパートナー登録証

株式会社COTOHAは、

ＳＤＧｓ、ＣＯ２ゼロに

取り組むことを宣言します。

●2030年のSDGs達成に向けた目指す姿と運営・事業方針●

京都市長

観葉植物により生活に植物のある空間を増やす事でCO2削減に取り組むだけでなく、その植物を
枯らさないための提案を行うなど、植物を置くということを通じて、室内環境、地球環境を良く
していきます。

地産地消ビジネスによりトラック輸送によるCO2排出の軽減に努め、観葉植物の扱いが増えるこ
とによるCO2軽減にも貢献する。また、枯れない観葉植物の生産によって、廃棄ロスを減らすだ
けでなく、貴重な植物資源を持続可能にする。

地元の農業高校である京都府立桂高校と協業し、生産や授業を行うことで、未来の担い手を育成
している。

園芸業界の人手不足の問題点は、生産者の後継者がいない事。若い高校生に園芸業界は魅力ある
ビジネスだということを実際に体感していだだくとともに、その商品が実際の販売価格よりも高
値で流通することを実証し、生産者⇨小売店への植物の新たな流通を構築し、市場拡大を図る。

株式会社COTOHA
谷奥俊男(登録番号：00107

2022年 10月 31日

地元の京都府立桂高校で生産を行うことで、域内循環を生み出す。また、地元で生産した植物を
地元の花屋から一般の方へ流通させることで、循環型の社会を創出し、取組に参加した学生さん
への働き場所の提供にもつなげる。

●ＳＤＧｓに関する重点的な取組●

●文化や地域活動に関する重点的な取組●


